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「日本企業が直面する問題・課題」 「未来に向けて」

a) 研究開発と事業創生を価値起点へシフト

b) グローバル化はビジネスプロセスの全てでそれぞれ推進

c) “R&Dに先行する仕組み作り”に適応した国際ルール形成

d) 柔軟な教育・人材育成 ICTは基礎教科

企業からの問題意識
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第一章 日立グループの研究開発改革の経緯と今後
価値起点へのシフト

第二章 顧客起点・価値起点を実現するオープンイノベーション
協創方法論NEXPERIENCEのご紹介

第三章 議論のポイント
パネルディスカッション、グローバル、ルール形成、人材

第四章 まとめ
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1. 研究開発体制 わが国に必要な技術の供給 1910年～

「 優れた自主技術・製品の開発を通じて社会に貢献する 」
企業理念

1910年、久原鉱山の機械修理工場として、茨城県日立市にて創業

(創業者：小平浪平(当時36歳))

「前人未踏の深山に分け入るの

気概がなければならぬ」
和 ・ 開拓者精神・ 誠

日立創業の精神

創業者・初代研究係長

小平浪平

日立研究所初代所長

中央研究所初代所長

馬場粂夫

発明･発見について

1930年東京朝日新聞記事より
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2. 研究開発体制 事業に必要な優位技術開発 ～2010年度

2009年度 研究開発インフォメーションミーティング資料（2009年4月22日）より抜粋
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3. 研究開発体制 技術ポートフォリオ化 2011～2014年度

2012年度 研究開発戦略説明会資料（2012年4月17日）より抜粋・加筆
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4. 研究開発体制 協創・顧客起点の研究開発へ 2015年度～

グローバルソリューション協創の強化

⚫ CV、アイディアソン/ハッカソン活用によるビジネスモデル開拓
⚫注力ソリューション・注力地域に向けたオープン協創を推進

CSI

ソリューション・プロダクトを支える世界No.1技術の創生

⚫価値起点によるグローバルNo.1技術の創生
⚫ OT×IT×プロダクトを包含するLumadaエコシステム構築

CTI

社会課題解決型 基礎探索研究の推進

⚫社会課題解決型研究で人間中心の価値創出
⚫ Society 5.0コンセプトの世界発信

CER

SDGs、Society 5.0を牽引するグローバル・イノベーション・リーダーになる

CV: Corporate Venturing

テクノロジー
イノベーションセンタ

社会イノベーション
協創センタ

基礎研究センタ

2020年度 日立製作所 研究開発概要より抜粋・加筆
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5. 研究開発体制 グローバルな価値起点へ 2021年度～

社会イノベーション事業のさらなる成長を牽引するグローバルR&D

2021年 環境戦略・研究開発戦略説明会資料より抜粋・加筆
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6. 価値起点のイノベーション

• 人の移動の制限・生活様式の変化

• 「非接触」「リモート」「自動化」

• サプライチェーンの寸断と再構築

• サステナブル／レジリエントな社会

地球規模の社会課題 COVID-19の影響

• 気候変動

• 資源不足

• 高齢化による人口構造変化

• 都市化の課題／レジリエント化

製品/SIから顧客協創へ (2015年度～) 価値起点のイノベーションへ (2020年度～)

研究開発の方向性

• 顧客協創による将来ビジョン創生、

顧客課題の解決

• デジタル・イノベーション

• 人間中心社会に向けて「環境価値」

「社会価値」「経済価値」の実現

• OT×IT×Productで総合力発揮

SI: System Integration 8© Hitachi, Ltd. 2021. All rights reserved.2021年 環境戦略・研究開発戦略説明会資料より抜粋
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7. 価値起点でのイノベーション創生 事業＋３価値＋技術

「環境」「レジリエンス」「安心・安全」 にフォーカスし、世界No.1技術の開発

エネルギー

モビリティ

インダストリー

IT

ライフ

電動化

セキュリティ

データサイエンス

バイオ

AI

5G

︙

パワーグリッド

制御(二輪)

価値起点のイノベーション

環境 レジリエンス 安心・安全

オンライン
電力系統制御

スマートシティ
デジタル
ヘルスケア

セキュリティ
ソリューション

Green
MaaS

水素
エネルギー

再生可能
エネルギー証明

社会インフラ
保守サービス

産業デジタル
ソリューション

高効率
電動化システム

事
業
セ
ク
タ
ー

技
術
基
盤

技術基盤の拡充 MaaS: Mobility as a Service
2021年 環境戦略・研究開発戦略説明会資料より抜粋
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8. 価値起点による更なる成長へ R&D投資

Hitachi Investor Day 2021（2021年6月8日）より抜粋
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9. 価値起点イノベーション力強化 外挿＋バックキャスト

Hitachi Investor Day 2021（2021年6月8日）より抜粋
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10. 個別優位技術 →ポートフォリオ化 →顧客起点・価値起点

2015研究開発戦略説明会資料（2015年4月15日）より抜粋
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11. 顧客起点・価値起点を実現するオープンイノベーション

事業化

スケール

実証
アカデミアとの政策提言

社会的コンセンサスの醸成

将来展望、課題提起
コンセプト発信

アイデア創出
具体化

NEXPERIENCE

プロト
タイピング

Lumadaに蓄積されたユースケースや日立の技術
技術の融合

パートナーの技術、世の中のデータ

イノベーション
人々のQoLの向上
顧客企業の価値の向上

社会実装

© Hitachi, Ltd. 2021. All rights reserved. 14
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12. 協創方法論 顧客協創手法の社会課題を含めた活用

SDGs
Society 5.0

社会課題

Front BUビジョン共有
課題分析

価値検証
PoC/PoV

機器・システム
導入・刷新

運用・保守仮説構築

PoC/PoV: Proof-of-Concept / Proof-of-Value

CTI
技術基盤

デリバリー

ユースケース化顧客協創による課題解決

手法

ツール

施設

日立独自の協創手法 “NEXPERIENCE”

提案

顧客

NEXPERIENCE

手法 ツール 協創空間

(公財)日本デザイン振興会
「グッドデザイン賞」受賞(2016)

© Hitachi, Ltd. 2021. All rights reserved.
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13. NEXPERIENCE手法例 エスノグラフィー調査

保守

運行
管理

駅内
設備

車両

信号

架線変電

軌道

© Hitachi, Ltd. 2016. All rights reserved. 16

業務現場を観察し、作業者・利用者の潜在ニーズや本質的課題を明確化する、エスノグラフィ調査

鉄道、建機、発電プラント、化学プラント、金融、医療等、多岐にわたる分野で、200件の適用実績。

鉄道系では、車両保守、運航指令、駅係員業務、沿線生活者・乗客のエスノグラフィを実施。

コロナ禍の沿線生活者の動き回り・消費変化の
エスノグラフィ（リモートインタビュー／国内）

駅係員業務効率化に向けたエスノグラフィ
（国内）

鉄道車両保守業務効率化に向けた
エスノグラフィ（海外）

運行指令業務のさらなるデジタル化に向けた
エスノグラフィ（海外・国内）

© Hitachi, Ltd. 2021. All rights reserved.
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14. 文系＋理系の研究開発力

社会に技術・ソリューションを位置づけ

（例）
・民族誌学者・社会学者（エスノグラファー）：

ユーザ・社会・使用シーンの特徴抽出、「技術」の位置づけ明確化、社会実装

・経済学者：
政府・地域・学術・企業融合のコミュニティーの設計（まちづくり、ルール設計）

・法学者・倫理学者・文学者・哲学者：
社会へのイノベーションの影響評価・社会規範の設定、言語解析
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皆さまとの協創により、多くのアイデアを結集し
社会イノベーションで変革をリードする

Society 5.0

15. 新しい社会を皆様とともに

© Hitachi, Ltd. 2021. All rights reserved.
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16. パネルディスカッション 「主な議論のポイント」

〇グローバル化にどう向き合うべきか
・海外市場進出に向けての課題と方向性

・業務オペレーションをまずグローバルにする
・事業分野ごと商材群ごとの状況に合わせて適切なパートナーを獲得

〇見えない市場（高齢社会、SDGsその他）にどうアプローチすべきか
・市場を見える化するアプローチ、・市場を創り出すアプローチ

・価値観の整理軸をもって様々なプレーヤーと交流する
・バックキャストとインクリの両建て

〇未来に向けての価値創造とは？
・未来における新たな価値とは？またそれを生み出すために何をすべきか？、・幸福度の追求について

・当面の柱を持つ：（例）環境・レジリエンス・安心安全
・社会変革の途中経過に事業性を持たせる

〇コロナ禍において考えるべきこと
・今の時期に企業は何を考えるべきか？

・BCP
・戻りと進み

5 11 12 

6 9 12 

8 9 12 

7 8 9 

対応するスライド番号
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17. グローバル 業種ごとにグローバル比率は跛行

日立製作所2020年度連結決算補足情報（2021年4月28日）より著者作成
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日立グループ セクタ別売上（海外比率）2020年度（単位:億円）

系列2

系列1

海外25.0％

海外69.5％

海外24.5％

海外69.4％

海外54.2％

海外75.0％ 海外55.0％

個別事業ごと、業務プロセス
ごとにグローバル化を模索、
他を支援
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18. ルール形成 「制度・標準が先にできてから研究開発」の潮流

出典： WEF http://www3.weforum.org/docs/WEF_rebuilding_trust_and_Governance_2021_JPN.pdf
https://www.hitachihyoron.com/jp/archive/2020s/2021/02/pdf/extra.pdf https://www.hitachi.com/rev/archive/2021/r2021_04/pdf/extra.pdf

WORLD ECONOMIC FORUM
によるホワイトペーパーの公表

2021年3月
（経済産業省、日立製作所共著）

“Rebuilding Trust and 
Governance:

Towards Data Free Flow 
with Trust(DFFT)”

日立評論（2021年2月）より抜粋

(例)DFFT (Data Free Flow with Trust)： トラストに支えられる公正なデータ流通
社会データは国全体、世界全体の公共財かつ私的財であり、この調和と両立が必要

DFFTのための
研究開発戦略
H. Takeda, et.al.

社会価値・
法制度・国際標準
WEF, METI, Hitachi
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19. 人材 教育と人材ニーズのギャップ IT, 機械, 電気電子

中央教育審議会 産業界のニーズ実態に関する調査結果 2017年4月、第４次産業革命 人材育成推進会議（第４回）2017年３月22日から引用
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20. 人材 企業のR&D, IT 先端IT人材は社外から

内閣府年次経済財政報告（2018年）より筆者作成

自前

社外

自前

社外 社外

自前
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21. 人材 日本の生徒は優秀 → 初等中等教育で広くICT教育を

内閣府年次経済財政報告（2018年）より筆者作成

企業も支援が望ましい
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22. まとめ

a) 研究開発と事業創生を価値起点へシフト

b) グローバル化はビジネスプロセスの全てでそれぞれ推進

c) “R&Dに先行する仕組み作り”に適応した国際ルール形成

d) 柔軟な教育・人材育成 ICTは基礎教科

「日本企業が直面する問題・課題と未来に向けてすべきこと」



世界を輝かせよう。




